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■スケジュール 

税務研修会                                       午後５時３０分 ～ 

テーマ：「 調査で指摘されやすいポイントについての解説 」 
 
 

講 師：松阪税務署 法人課税部門 
統括国税調査官  松永 健児 氏 
 

  

部会員会議 次第                                               午後６時～ 

１． 開 会 の こ と ば                                  

２． 来 賓 紹 介 

３． 部 会 長 あ い さ つ    

４． 来 賓 あ い さ つ  

５． 報 告 事 項    

（１）令和７年度事業報告及び収支報告 

（2）令和８年度事業計画及び収支予算         

６． 閉 会 の こ と ば        

 

 

卒 業 式                                                      午後６時３０分～ 

 

 

 

 

 

 



2 

 

 

事   業   報   告  
（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 

１． 諸会議等 

名称 開催日 主たる議題 出席数 会場 

部会員会議 ３月２５日 
令和６年度事業報告及び収支報告の件 
令和７年度事業計画及び収支予算の件 

30 
市民活動 
センター 

新旧正副 

部会長・顧問会議 
4 月 ７日 

令和７年度事業報告計画・担当について 
「行ってみよう税！税探検隊」について 

7 華王殿 

役員会 

５月 ９日 
一部役員交代について 
令和７年度事業報告計画・担当について 
「行ってみよう税！税探検隊」について 

15 
市民活動 
センター 

７月 ９日 

「行ってみよう税！税探検隊」について   
青年の集い「山梨大会」参加について 
第１６回親子租税教室「税ってなぁ～に‼」（女性部会主
体）・歩け歩け大会（本会主催）協力体制について 

16 
市民活動 
センター 

１１月 ５日 税制健全化のための健康経営セミナー開催について 11 
市民活動 
センター 

１月１４日 

令和７年度事業報告・収支報告（中間報告）について 
次年度事業計画（案）について 
部会員会議・卒業式開催について 
藤沢法人会交流会について 
次年度「行ってみよう税！税探検隊」について 

15 
市民活動 
センター 

３月 ２日 
次年度事業計画・予算（案）等について 
次年度親子租税教室（仮称）開催について 

15 
市民活動 
センター 

委員会 １１月１９日  
財政健全化のための健康経営セミナー打合せ 
（１１/１９） 

5 事務局 

「行って 

みよう税! 

税探検隊｣ 

実行委員会 

４月１７日 探検候補地・実施日等 打合せ 7 華王殿 

５月２８日 チラシ配布準備・各教育委員会訪問 7 事務局 

６月１６日 抽選会・久居駐屯地 打合せ 6 
事務局 

久居駐屯地 

１１月１４日 租税教育事業打合せ会 5 華王殿 

２月２４日 次年度親子租税教室（仮称）打合せ 5 多目的ホール 

県青連協 

５月１５日 新旧役員会 3 
ホテルグリーン

パーク津 

６月 ４日 健康経営大賞プレゼン打合せ 3 池田建設 

９月２９日 
第３１回情報交換会開催について 
東海連「第３３回定時総会・情報交換会」について 
県連申し合わせ事項について 

1 
ホテルグリーン

パーク津 

１月２０日 東海連「第３４回定時総会・情報交換会」について 1 
ホテルグリーン

パーク津 

東海青連協 ６月１３日 定時総会・情報交換会・健康経営大賞プレゼン 3 名鉄グランドホテル 

全法連青連協 

４月２４日 第１回連絡協議会 1 
ハイアットリージェン

シー東京 

５月２４日 第１回役員会・山梨大会現地視察 1 アイメッセ山梨 

   ６月 ４日 第２回役員会 １ 全法連会館 
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２． 研修事業等 

開催日 内容（講師・テーマ） 出席数 

３月２５日 

卒業式 
税務研修会 
「私のよもやま話」 
松阪税務署 法人課税部門 統括国税調査官  松永 健児 氏 

30 

５月 ９日 
ワンポイント税務研修会 
年収の壁について～令和７年度税制改正による所得税の基礎控除の見直し等について～ 

 松阪税務署 法人課税部門 統括国税調査官  松永 健児 氏 
17 

７月１５日 税務署長あいさつ １ 

８月 ２日 

第１６回親子租税教室～税ってなぁ～に‼ 

税金〇×クイズ・ミニ運動会・響座いなせ組 和太鼓演奏 
対象者：松阪税務署管内の小学校児童及び保護者 
開催場所：ハートフルみくも スポーツ文化センター 

153 

内 部会員 3 

８月 ５日 
「行ってみよう税！税探検隊」～久居駐屯地に行ってみよう～ 
対象者：松阪税務署管内の小学５・６年生及び保護者 
開催場所：陸上自衛隊久居駐屯地 

47 

スタッフ 16 

９月１０日 
夏期講演会（本会主催） 
演題：「経営者が知っておくべき税金の基礎知識」 
講師：吉川泰人税理士事務所 所長税理士・東海税理士会松阪支部長  吉川 泰人 氏 

53 

内 部会員

34 

９月１２日 

第二回合同研修会（第１０支部主催） 
健康経営シリーズ「健康経営と税について」 
全国法人会総連合青年部会連絡協議会会長  大貫 高輝 氏 
松阪税務署 法人課税部門 統括国税調査官  松永 健児 氏 
衆議院議員  田村 憲久 氏 

80 

内 部会員 8 

１０月 ４日 
第２９回歩け歩け大会（本会共催） 
奥伊勢フォレストピア周辺ウォーキング（悪天候のためお楽しみ抽選会のみ実施） 

140 
内 部会員

12 

１０月２４日 第３２回情報交換会 4 

１１月２０日 
全国青年の集い「山梨」 
租税教育活動・健康経営大賞プレゼンテーション・部会長ウエルカムパーティー 

5 

1 

１１月２１日 

部会長サミット   
テーマ：「租税教育活動と法人会版健康経営プロジェクトの推進について」 

会員交流分科会   
テーマ：「租税教育活動のさらなる推進」 

～すべての小学校での開催に向けて～ 
記念講演会   
演題：「プロヴィンチア（地方クラブ）の挑戦」 

～フットボールクラブの枠を超えた存在と役割～ 
 講師：株式会社ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ 代表取締役社長  佐久間 悟 氏 
租税教育活動・健康経営大賞発表 

1 

2 

5 

参加総数 

2,018 

１２月 ４日 
署長講演会と懇談会（本会主催） 
演題：「税のよもやま話」   
講師：松阪税務署長  吾川 憲彦 氏 

53 

内 部会員 7 

１月１４日 
ワンポイント税務研修会 
「令和８年度税制改正の大綱の概要」 
松阪税務署 法人課税部門 統括国税調査官  松永 健児 氏 

15 

３月 ２日 
健康経営事業～ヨガ体験で健康経営～  
講師：ヨガインストラクター  橋下 利奈 氏 

19 

 ３月２６日 

第三回合同研修会（第１０支部主催） 
健康経営シリーズ 「経費の考え方と税について」 
東海税理士会 常務理事 ・ 鏡大介税理士事務所 所長  鏡 大介  氏 
松阪税務署 法人課税部門 統括国税調査官  松永 健児 氏 

30 
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事業別　収支報告書
（令和７年４月１日～令和８年３月３１日）

収入 支出 摘要

負担金（年会費） 193,000 ＠5000×38名＠3000×1名

管理費 渉外慶弔費 10,000 安達家

印刷製本費 0

通信運搬費 752 負担金請求郵送代

雑費 754 預金利息

役員会 0 18,676

　　　会場費 10,440 市民活動センター　5回

　　　会議費 8,236 飲物代

事業費 部会員会議（3/25） 0 0

　　　会場費・会議費 0

卒業式・懇談会（3/25） 0 0

参加会費・卒業生記念品・懇談会費 0

健康経営セミナー 0 32,942

　　　会場費 3,360 市民活動センター多目的ホール

　　　会議費 9,582 ヨガマット、飲物代

　　　諸謝金 20,000 講師料

他会交流会 161,260 164,320

　　　会場費 3,060 ベルファーム レクチャールーム

　　　参加者会費　等 161,260 ＠8000*13／ご厚志

　　　懇談会費 161,260

青年の集い 307,740 315,710

　　　本会助成 157,740 3名分旅費交通費と支払負担金

　　　参加会費 150,000 @30000*5

　　　支払負担金 45,000 ＠15000*2　＠15000

　　　旅費交通費 192,740

　　　懇談会費 77,970

行ってみよう税！税探検隊 250,000 218,523

　　　本会助成 250,000

　　　貸切バス代 148,500

　　　参加者お土産代 0 けんたグッズ・税金副読本（在庫対応）

　　　チラシ印刷 8,800 3500部

　　　会場費 8,110 出発式（商工会議所第2研修室）

　　　保険料 2,304 リクリエーション保険

　　　昼食代・飲物代 36,059 体験食＠448*64　他

　　　衣服費 14,750 Tシャツ２７枚

当期収支計 912,000 761,677

当期収支増減額 150,323

前期繰越金 455,197

次期繰越金 605,520

※３月２５日実施の為

　　　　　　　　　前年度に計上
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事 業 計 画  

（令和 8 年 4 月１日 ～ 令和 9 年 3 月 31 日） 
 

 
 
 

 

    

開催年月 会   議  ・  事   業   名 担当委員会 本会事業 

令和 8 年 

４月 

部会員会議・税務研修会・卒業式・懇談会（4/8） 

親子租税教室実行委員会（4/13） 

組織研修 

実行委員会 

理事会(４/22） 

 役員会   

５月 
「わくわく体験・ﾐｽﾃﾘｰ探検ﾌｪｽﾀ」<親子租税教室>実行委員会 実行委員会 総会（５/25） 

 県 青年部会連絡協議会役員会（5/ ） 部会長他  

  租税教育活動「租税教室講師養成研修会」    

６月 
「わくわく体験・ﾐｽﾃﾘｰ探検ﾌｪｽﾀ」<親子租税教室>実行委員会 実行委員会 

 

 役員会（６/  ）   

  東 青年部会連絡協議会情報交換会・定時総会（６/  ） 部会長他   

７月 「わくわく体験・ﾐｽﾃﾘｰ探検ﾌｪｽﾀ」<親子租税教室>

（7/23） 
実行委員会 

 

  税務署長あいさつ 部会長   

８月 役員会（８/  ）    

９月 夏期講演会と懇談会（本会共催）（9/11）  理事会（９/11） 

１０月 役員会（１０/  ）  全国大会 

（10/8～10/9） 

 財政健全化のための健康経営セミナー 税制厚生  

１１月 青年の集い「島根大会」（１１/19～１１/20） 総務広報  

 歩け歩け大会(本会・女性部会共催)（11/28） 税制厚生  

 税制改正要望（陳情）（本会共催） 部会長  

  
税を考える週間行事 部会長他 

税金展 

（11/14～11/15） 

１２月 署長講演会と懇談会（本会共催）（12/1）  理事会（12/1） 

 役員会（12/ ）   

令和 9 年 

１月 
署長との新春対談（本会・女性部会共催） 部会長・広報 

 

２月 役員会（２/ ）  理事会 

３月 部会員会議・税務研修会・卒業式・懇談会（  /  ） 総務広報・ 理事会 
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事業別　予算書
（令和８年４月１日～令和９年３月３１日）

収入 支出 摘要

負担金（年会費） 173,000 ＠5,000×34名＠3000×1名

管理費 渉外慶弔費 20,000

印刷製本費 1,000

通信運搬費 500 負担金請求郵送代

旅費交通費 0

支払手数料 110

雑費 0

役員会 0 20,000

　　　会場費 10,000 市民活動センター　5回

　　　会議費 10,000

懇談会 0 0

　　　参加会費 0 0

　　　懇談会費 0

事業費 部会員会議 0 5,000

　　　会場費 3,000 市民活動センター

　　　会議費 2,000 飲物代

卒業式・懇談会　 160,000 279,000

　　　参加会費　等 160,000 ＠7,000*20　他

　　　卒業生記念品 9,000 ＠3,000*3

　　　懇談会費 270,000 華王殿＠9000*30

健康経営セミナー 0 60,000

　　　会場費 10,000

　　　会議費 30,000

　　　諸謝金 20,000

青年の集い 261,080 356,800

　　　本会助成 136,080 3名分 旅費交通費

　　　参加会費 125,000 ＠25,000*5

　　　支払負担金 45,000 ＠15,000*3

　　　旅費交通費 186,800 ＠37,360*5

　　　懇談会費 125,000

当期収支計 594,080 742,410

当期収支増減額 △ 148,330

前期繰越金 605,520

次期繰越金 457,190

親子租税教室 731,000 731,000

　　　本会助成 731,000

　　　参加費 0

　　　貸切バス代等 250,000

　　　参加者お土産代等 90,000

　　　チラシ印刷 30,000

　　　会場費 110,000

　　　保険料 20,000

　　　昼食代・飲物代 50,000

　　　会議費 50,000

　　　通信費 20,000

　　　委託費 100,000

　　　雑費・予備費 11,000
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組織図 

※本会 理事 

「わくわく体験・ 

ﾐｽﾃﾘｰ探検ﾌｪｽﾀ」 

<親子租税教室> 

（有）教學舎 
松阪乳幼稚園 

安達 正喜 
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公益社団法人松阪法人会 青年部会会則 

(名 称） 

第 １ 条 この会は、公益社団法人松阪法人会（以下「本会」という。）青年部会（以下「本部会」という。）と称する。 

（事務所） 

第 ２ 条 本部会は、事務所を本会事務局に置く。 

(目 的） 

第 ３ 条 本部会は、本会部会運営規程第３条の規定に基づき、青年の持つ柔軟な発想と行動力をもって、本会の事業を 

積極的に推進するとともに、研修会及び親睦交流等を通じて次代を担う若者としての資質向上を図ることを目的とする。 

(事 業） 

第 ４ 条 本部会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

   （１）本会の行う各種行事への参画及び推進 

   （２）税務及び経営に関する研修会、講演会及び懇談会の開催 

   （３）会員相互の啓発と親睦を図るための行事 

   （４）その他、本部会の目的達成に必要な事業 

(部会員） 

第 ５ 条 本部会の部会員は、本会の会員企業に所属する、満５０歳以下役員または従業員で、本部会の目的及び事業に 

積極的に協力し、本部会の趣旨に賛同する者によって組織する。 

（委員会） 

第 ６ 条 部会活動の充実を期することを目的とする委員会を置くことができる。 

   ２ 委員長、副委員長は部会長が指名し、役員会の承認を得る。 

(負担金） 

第 ７ 条 本会の運営に必要な経費は、原則として、本会の定める予算によってまかなうものとする。 

   （１）部会の運営に充てるため、毎年度５,０００円の負担金を支払わなければならない。 

   （２）部会長は、必要に応じて臨時の負担金を徴収できるものとする。 

（入 会） 

第 ８ 条 本部会に入会を希望する者は、別に定める「公益社団法人松阪法人会青年部会入会申込書」に所要事項を 

記載し、本会事務局に提出する。 

（退 会） 

第 ９ 条 本部会の退会を希望する者は、別に定める「公益社団法人松阪法人会青年部会退会届」に所要事項を記載し、 

本会事務局に提出する。ただし、本会の会員資格を喪失した事業所の役員及びその従業員は、「公益社団法人青年部

会退会届出書」を提出しなくても、本会事務局で退会の手続きをすることができる。 

（その他） 

第１０条 この会則に定めがない事項については、役員会の決議を経て取り扱うものとする。 

（改 廃） 

第 ７ 条 この会則を改廃するときは、役員会の承認を得なければならない。 

 

附 則   この会則は、公益認定を受け移行の登記をした日から施行する。 

平成３０年３月２２日 変更 
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イベント情報など 
随時配信していま
す！  
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友達登録してね！ 

 

 

 

 

 

 会員同士の異業種交流 

    年会費は５,０００円で松阪税務署管内に所存する企業（経営者）との交流の 

機会が多く、情報交換や個々の友好を深めることができます。 

 

  その 経営に役立つ税知識 
  ２ 税務署の幹部職員とお話できる機会があり、税知識を身に付ける等経営に役立つ 

助言が得られます。 

 

その 地域と一体となった事業 
  3 地域の活動にも積極的に参加しています。 

 

その 知識の向上と若手経営者の育成 
  ４ 経営・経済・税務などの講演会や研修会で豊富な知識を身に付けることができます。 

さらに、企画・運営に携わることで行動力を養い、若手経営者の育成にもつながります。 

 

 

 

  ○会員資格について 

   公益社団法人松阪法人会に加入している企業に勤務する役員又は社員で、青年部会の目的を 

正しく理解し、活動に積極的に参加協力する意思を持つ５０才未満の男性、女性といたします。 

※公益社団法人松阪法人会に未加入の方は、同時にご加入ください。 

  ○入会申込手続きについて 

    所定の申込書に必要事項を記入し、事務局に提出して下さい。（郵送でも可能です） 

※申込書はホームページからもプリントアウトできます。 

 

 

 

 

 入会はこちらから・・・ 

 

公益社団法人松阪法人会 青年部会 〒515-0014 松阪市若葉町 161-2 松阪商工会議所２階 

Tel：0598-52-1321 Fax：0598-51-4130 e-mail : info@matsusaka-hojinkai.org 

 

 

 入会するにはどうすれば？ 

 入会すると何ができる？ 

1 
その 

２ 
その 

mailto:info@matsusaka-hojinkai.org

